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〈テーマの説明〉 
 

 

 

 

１ 本校の教育目標 

 【校訓】「正しく・仲よく・元気に」 

 【目指す子供像】 

 〈知〉知識・技能を活用して、自ら考え、判断し、表現できる子 

 〈徳〉命を大切に生きる子「一生懸命がんばる心 思いやりの心」 

 〈体〉困難に立ち向かうしなやかでたくましい心と体をもつ子 

 

２ 実践と手立て 

① 命を大切にする健康教育の充実 

  ・家庭と協力し、生活リズムを整えるための「えがおカード週間」を実施する。 

  ・「いのちの授業」や福祉体験教室で命の大切さを実感する。 

・生活リズムと食事の大切さを伝える学校保健委員会と、笑顔の効果を体験する「笑いヨガ」の教室

を開催する。 

② 笑顔はじける児童会活動 

  ・児童会や各委員会主催の「西部っ子レベルアップ大作戦」（あいさつ・清掃・給食マナー・読書・一

斉下校集合・資源回収・大縄跳びなど）を実施する。 

  ・全校で楽しむフレンズタイム（わくわく夏祭り、全校逃走中、全校かくれんぼなど）を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第１回学校保健委員会】    【わくわく夏祭り】     【えびせんべい作り体験】 

  

〈地域と連携した体験活動〉 

【１・２年生】自然遊び（春・秋）、季節の野菜づくり、町だいすき校区探検、老人会の方と伝承遊び 

【３年生】養鰻場・鰻加工工場見学、スーパーマーケット見学、えびせんべい作り体験 

【４年生】地域と連携して考える福祉、福祉体験教室、福祉施設交流訪問 

【５年生】実習田での田植え、稲刈り、収穫祭、ＳＤＧｓ 

【６年生】自分の将来の仕事を考えるキャリア教育、地域とともに命を守る防災学習 

【ひなた】季節の野菜づくり 

【全学年】その道のプロから学ぶ（画家から・スポーツ選手から）、地域の方を招いて学習発表会  

笑顔あふれる西部っ子の育成 

～知・徳・体のバランスをとり、全員の笑顔があふれる学校を目指して～ 

 子供たちが笑顔で過ごすために、健康推進教育と児童主体の特別活動や地域教材を活用した体験活
動に力を入れ、全員が笑顔で「知・徳・体」のバランスをとり、全力で物事に邁進できる児童を育て
ていきます。 


